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八千代エンジニヤリングはダムのポップアウトによる損傷検出にセマンティックセグメンテー
ションを適用しました。この損傷は形状、大きさ、観測環境が様々なため画一的な画像処理
の適用は難しく、検査員が双眼鏡で観測、スケッチで記録していました。

取り組みではまず最初の1か月でMATLABで提供される学習済みモデルとSegNetを合わせて
用いることで、過去の画像処理手法より高い精度がでることが確認できました。その後ネッ
トワークモデルの変更、画像の拡張、複数パターンのラベル作成により精度向上を目指しま
した。今後アプリ化による機能配布と点検の効率化を目指しています。日本国内にダムは
3000以上あり、このAIによる自動検出手法の確立・適用により、大幅な損傷検出作業の効率
化が期待できます。また同社では河川護岸や橋梁の損傷監視でもAI適用を進めています。

MATLAB利用のメリット
•	 セマンティックセグメンテーションをすぐに利用できるサンプルコード

•	 多数の学習済みネットワークの追加が容易

•	 複数GPUアクセス等の容易なディープラーニング用環境構築

•	 任意のGUI作成と実行形式ファイルでの配布	

MATLABを用いることで損傷の画像解析が容易に実現で

きました。機械学習からディープラーニングまで一つのフ

レームワークで実行でき、組織内で共有できることで飛躍

的に業務が加速しました。 

https://jp.mathworks.com/help/vision/examples/semantic-segmentation-using-deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/videos/basics-of-semantic-segmentation-1527778613576.html
http://www.yachiyo-eng.co.jp/

